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川
越
第
一
中
学
校
体
育
館
は

築
後
三
十
年
以
上
が
経
過
し
、
老

朽
化
、
狭
隘
化
が
著
し
い
。
建
替

計
画
は
文
部
科
学
省
の
基
準
面
積

を
考
慮
し
質
的
向
上
を
図
る
べ
き
。

　
　
文
部
科
学
省
の
補
助
資
格
面

積
は
、
学
級
数
に
応
じ
て
決
め
ら

れ
、
川
越
第
一
中
学
校
体
育
館
に

お
け
る
補
助
資
格
面
積
の
上
限
は
、

一
千
四
百
七
十
六
m2
と
な
る
。
現

在
の
面
積
は
七
百
九
十
四
m2
で
、

そ
の
差
は
六
百
八
十
二
m2
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
に
は
、

よ
り
大
き
な
体
育
館
が
望
ま
し
い

が
、
文
部
科
学
省
は
、
建
て
替
え

方
式
か
ら
改
修
方
式
に
重
点
を
移

し
、
既
存
施
設
を
耐
震
化
す
る
方

針
に
転
換
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

体
育
館
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
耐

震
診
断
調
査
及
び
耐
震
補
強
設
計

の
結
果
に
も
よ
る
が
、
柱
・
梁
な

ど
の
骨
組
を
残
し
、
床
・
壁
・
屋

根
な
ど
の
表
面
部
分
を
刷
新
す
る

耐
震
補
強
工
事
を
想
定
し
て
い
る
。

　
第
一
中
学
校
体
育
館
建
替
計
画

　
　
連
雀
町
交
差
点
か
ら
仲
町
交

差
点
に
は
、
昭
和
の
代
表
的
看
板

建
築
が
沢
山
残
っ
て
い
る
。

　
こ
の
区
間
を
『
昭
和
の
ま
ち
』

と
し
て
整
備
し
て
行
け
な
い
か
。

　
　
連
雀
町
交
差
点
か
ら
仲
町
交

差
点
ま
で
の
間
に
つ
い
て
は
、
沿

道
に
昭
和
初
期
の
面
影
を
残
す
建

物
も
見
受
け
ら
れ
る
区
間
で
あ
り
、

交
通
体
系
上
で
は
既
に
道
路
幅
員

を
縮
小
変
更
し
た
仲
町
交
差
点
か

ら
札
の
辻
交
差
点
の
区
間
と
同
様

の
位
置
づ
け
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
は
、
こ
の
地
域
の
交
通
・

観
光
・
都
市
景
観
・
文
化
財
等
か

ら
都
市
計
画
道
路
の
縮
小
変
更
を

含
め
、
庁
内
検
討
会
議
を
開
催
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
は
、
地
域
の
方
々
と
協

議
を
行
う
中
で
、
そ
の
範
囲
・
方

向
性
を
明
確
に
し
た
上
で
、
こ
の

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
中
心
市
街
地
の
諸
課
題

　
　
川
越
北
環
状
線
工
事
は
着
々

と
進
捗
し
て
い
る
。
西
郵
便
局
か

ら
国
道
十
六
号
ま
で
は
二
車
線
で

供
用
さ
れ
る
が
高
架
下
の
環
境
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
こ
の
点
に
関
し
て
埼
玉
県
の

川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
今
成
地
区
に
造
ら
れ

る
高
架
橋
の
付
近
に
つ
い
て
は
、

川
越
北
環
状
線
の
将
来
の
交
通
量

を
想
定
し
て
環
境
に
与
え
る
影
響

に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　
県
に
よ
る
と
、
そ
の
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、
環
境
基
準
値
を
ク

リ
ア
す
る
た
め
に
高
架
橋
の
高
欄

上
に
遮
音
壁
を
設
置
す
る
な
ど
の

騒
音
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
交
通
の
渋
滞
等
に
よ
っ

て
生
ず
る
排
気
ガ
ス
な
ど
の
大
気

の
予
測
結
果
に
つ
い
て
は
、
環
境

基
準
を
超
え
な
い
と
の
話
を
聞
い

て
い
る
。

　
北
環
状
線
整
備
事
業

　
　
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

と
は
市
が
策
定
し
た
基
本
計
画
に

ど
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
、
計
画

に
よ
り
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

　
　
協
議
会
か
ら
は
、
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
の
各
種
事
業

が
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
る
よ
う

な
ご
意
見
、
ご
提
案
を
い
た
だ
け

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
貴

重
な
ご
意
見
等
を
も
と
に
、
事
業

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
ま
た
、
民
間
事
業
者
が
国
か
ら

補
助
金
を
受
け
事
業
を
実
施
す
る

場
合
、
特
定
民
間
中
心
市
街
地
活

性
化
事
業
計
画
を
作
成
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、
計
画
は
大
臣

の
認
定
が
必
要
で
あ
り
、
認
定
に

は
協
議
会
で
の
協
議
を
経
る
こ
と

が
法
律
上
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
協
議
会
が
今
後
の
中

心
市
街
地
活
性
化
に
果
た
す
役
割

は
大
き
な
も
の
に
な
る
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

　
　
社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
対

応
で
き
る
よ
う
「
川
越
市
人
材
育

成
基
本
方
針
」
を
策
定
し
て
い
る

が
、
市
に
お
け
る
「
求
め
ら
れ
る

職
員
像
」
と
は
何
か
伺
い
た
い
。

　
　
川
越
市
人
材
育
成
基
本
方
針

の
中
に
は
、
拭
誠
実
・
公
正
で
市

民
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
。
植
市
民

の
視
点
に
立
ち
、
市
民
と
と
も
に
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
職
員
。

殖
環
境
の
変
化
を
的
確
に
把
握
し
、

常
に
改
善
・
改
革
の
意
識
を
持
ち
、

行
動
す
る
職
員
。
燭
高
い
コ
ス
ト

意
識
と
経
営
感
覚
を
備
え
た
職
員
。

織
自
ら
の
責
任
で
、
自
ら
考
え
、

実
行
す
る
職
員
。
の
五
項
目
を
掲

げ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
川
越
市

の
ま
ち
づ
く
り
を
担
い
、
市
民
の

期
待
に
こ
た
え
る
行
政
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、
こ
の
五
つ
の
「
求

め
ら
れ
る
職
員
像
」
を
設
定
し
、

人
材
育
成
の
目
標
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
職
員
の
人
材
育
成

　
伝
統
文
化
の
後
継
者
育
成

　
　
市
の
道
路
照
明
灯
の
ほ
と
ん

ど
が
定
額
契
約
。
地
方
自
治
法
施

行
令
第
163
条
第
５
号
に
該
当
す
る

電
気
料
の
前
払
い
に
よ
る
割
引
制

度
の
恩
典
を
受
け
る
べ
き
で
は
。

　
　
電
気
料
金
を
定
額
契
約
に
し

た
場
合
、
半
年
分
ま
た
は
一
年
分

を
前
払
い
す
る
こ
と
に
よ
り
割
引

に
な
る
制
度
が
あ
る
。

　
平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
、
東

京
電
力
㈱
川
越
支
社
と
は
、
一
千

九
百
三
十
六
口
の
道
路
照
明
灯
を

定
額
契
約
し
て
お
り
、
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
一
年
分
の
前
払
い
で
は
、

一
口
あ
た
り
月
に
十
円
五
十
銭
、

年
間
百
二
十
六
円
の
割
引
に
な
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
定
額
の
電
気
料
は
、
指
摘
の
と

お
り
前
払
い
金
と
し
て
支
出
で
き

る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
今
後
、
東

京
電
力
㈱
川
越
支
社
と
早
期
に
導

入
に
向
け
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
環
境
対
策
の
具
体
的
取
組
み

　
子
ど
も
読
書
運
動
の
推
進

　
市
の
電
気
料
削
減

　
　
以
前
提
案
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設

置
し
て
頂
い
た
が
、
職
員
等
の
講

習
が
重
要
で
あ
る
。
一
度
講
習
を

受
け
た
者
の
再
受
講
を
含
め
た
、

今
後
の
講
習
計
画
を
伺
い
た
い
。

　
　
普
通
救
命
講
習
に
つ
い
て
、

現
在
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
箇
所
に
勤

務
す
る
職
員
を
中
心
に
年
六
回
実

施
す
る
ほ
か
、
新
規
採
用
職
員
の

研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
取
り
入

れ
て
い
る
。
ま
た
、
既
に
受
講
し

て
い
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
救
命

技
能
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
維
持

向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
の
で
、
普
通
救
命
講
習
修
了

証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

二
年
か
ら
三
年
間
隔
で
定
期
的
に

受
講
で
き
る
よ
う
、
講
習
の
計
画

に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。
今
後

も
、
全
職
員
の
受
講
を
目
標
に
普

通
救
命
講
習
を
計
画
的
に
実
施
し
、

市
民
や
観
光
客
な
ど
の
安
全
安
心

に
努
め
て
参
り
た
い
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
自
動
体
外
式
除
細
動
器

　
薬
害
肝
炎
に
係
る
市
の
取
組
み

　
　
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴

い
高
性
能
な
炉
に
変
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
現
在
分
別
し
て
い
る
資

源
物
を
燃
や
す
ご
み
と
し
て
処
理

す
る
懸
念
は
な
い
か
。

　
　
ご
み
処
理
に
対
す
る
基
本
方

針
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

の
取
組
を
最
優
先
と
し
、
循
環
型

社
会
形
成
を
図
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
環
境
省
で
も
、
容
器
包
装

の
プ
ラ
で
、
不
向
き
な
も
の
は
サ

ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
し
た
方

が
良
い
場
合
も
あ
る
な
ど
、
検
討

さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
な
の

で
、
今
後
状
況
が
変
わ
っ
た
場
合
、

ま
た
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
ご
み

処
理
基
本
計
画
を
基
本
と
し
て
施

設
規
模
等
の
設
計
を
行
っ
た
も
の

で
あ
り
、
こ
の
計
画
は
、
減
量
審

議
会
の
結
果
と
し
て
策
定
し
て
い

る
た
め
、
こ
の
計
画
に
従
っ
て
処

理
を
し
て
い
き
た
い
。

　
古
谷
東
小
学
校
の
今
後

　
清
掃
事
業
に
係
る
諸
問
題

　
　
安
全
な
食
を
求
め
る
消
費
者

の
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。
中
小
農

業
者
を
応
援
し
、
地
産
地
消
を
広

げ
て
い
く
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ

う
な
考
え
で
農
政
を
進
め
る
か
。

　
　
市
は
化
学
肥
料
や
農
薬
を
削

減
し
環
境
に
優
し
い
農
業
に
取
組

む
農
家
や
農
産
物
を
認
証
す
る
県

制
度
を
推
進
し
て
お
り
、
今
後
も

消
費
者
が
安
心
し
て
商
品
選
択
で

き
る
食
品
表
示
等
、
市
民
に
分
か

り
や
す
い
制
度
の
推
進
に
取
組
む
。

　
ま
た
、
地
産
地
消
促
進
に
お
い

て
、
農
協
・
個
人
等
の
農
産
物
直

売
所
等
で
は
、
新
鮮
で
安
全
安
心

な
地
場
農
産
物
の
購
入
が
で
き
る

と
の
評
判
か
ら
農
家
の
農
産
物
直

売
所
建
設
等
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の

挑
戦
を
支
援
し
た
い
。
地
場
産
農

産
物
の
学
校
給
食
で
の
活
用
は
も

と
よ
り
公
共
機
関
や
総
合
病
院
、

ス
ー
パ
ー
等
へ
の
導
入
も
関
係
機

関
と
連
携
し
活
用
促
進
を
図
る
。

　
食
糧
自
給
率
と
市
の
農
業
施
策

　
福
祉
労
働
者
の
待
遇
と
実
態

　
　
廃
食
油
を
回
収
・
精
製
し
た

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
公
用

車
に
活
用
し
た
場
合
、
燃
料
費
の

軽
減
と
CO2
が
年
間
約
四
五
〇
トン
削

減
で
き
る
。
ぜ
ひ
導
入
検
討
を
。

　
　
廃
食
用
油
を
燃
料
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
は
、
廃
棄
物
等
の
有

効
利
用
の
用
途
を
拡
大
す
る
も
の

で
あ
り
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
で
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
の
製
造
・
利
用
は
CO2
削

減
だ
け
で
な
く
住
民
参
加
に
よ
る

環
境
教
育
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
へ
の
効
果
が
あ
り
、
そ
の

重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
廃
食
用

油
の
回
収
ル
ー
ト
の
確
立
や
製
造

プ
ラ
ン
ト
の
設
置
が
可
能
か
、
こ

れ
ら
が
公
用
車
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

で
問
題
な
く
利
用
で
き
る
か
等
に

つ
い
て
、
他
市
等
の
情
報
を
収
集

し
、
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
地
球
温
暖
化
対
策

　
安
比
奈
車
両
基
地
整
備
計
画

　
　
川
越
市
の
困
窮
世
帯
へ
の
申

請
減
免
件
数
は
中
核
市
の
中
で
ワ

ー
ス
ト
３
、
減
免
額
は
ワ
ー
ス
ト

６
、
減
免
規
則
を
定
め
、
拡
充
を

行
う
べ
き
だ
、
市
長
に
問
う
。

　
　
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に

つ
い
て
は
、
「
川
越
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
」
の
第
十
三
条
に
減

免
の
規
定
を
設
け
、
そ
れ
に
基
づ

き
「
川
越
市
国
民
健
康
保
険
税
減

免
取
扱
い
事
務
処
理
要
領
」
を
定

め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
着

実
に
活
用
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
意

味
が
な
い
た
め
、
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

も
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
相
互
扶
助

の
原
則
に
基
づ
い
て
、
公
平
を
失

し
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
皆
さ

ん
が
色
々
な
こ
と
を
知
り
、
行
動

で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
た
め
、
今
後
と
も
、
更
に
他

の
自
治
体
と
も
比
較
し
な
が
ら
努

力
し
て
い
き
た
い
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減

　
市
立
博
物
館
の
展
示
が
え

答 問 問問

答 問

答

答

問

問

質問質問質問 質問

質問 質問質問質問質問

質問

質問質問

質問質問

質問 質問

市
民
ク
　 

川
　
口
　
啓
　
介

今
後
の
ご
み
処
理
施
策

問 答

日
本
共
産
党

　 

川
　
口
　
知
　
子

廃
食
油
の
リ
サ
イ
ク
ル

答答 問

日
本
共
産
党

　 

本
　
山
　
修
　
一

国
保
税
減
免
の
拡
充

問

答 問 質問

自
民
ク
　 

関
　
口
　
　
　
勇

中
学
校
体
育
館
改
築

答

公
明
党
　 

石
　
川
　
隆
　
二

理
想
の
職
員
像
と
は

質問質問

公
明
党
　 

小
ノ
澤
　
哲
　
也

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
救
命
講
習
会

答 問

公
明
党
　 

若
　
狭
　
み
ど
り

電
気
料
の
割
引
制
度

日
本
共
産
党

　 

柿
　
田
　
有
　
一

食
の
安
全
と
地
産
地
消

啓
政
会
　 

小
野
澤
　
康
　
弘

中
活
協
議
会
の
重
要
性

啓
政
会
　 

新
　
井
　
金
　
作

高
架
橋
下
の
環
境
対
策

答

民
主
党
　 

山
　
木
　
綾
　
子

昭
和
の
ま
ち
づ
く
り

【
訂
正
】
平
成
二
十
年
一

月
二
十
五
日
に
発
行
し
た

市
議
会
だ
よ
り
の
六
頁
に
、

「
久
保
町
に
あ
る
武
家
屋

敷
、
七
曲
り
」
と
掲
載
し

ま
し
た
が
、
三
久
保
町
の

誤
り
で
し
た
。



 平成20年４月25日発行（7） 市　議　会　だ　よ　り 平成20年４月25日発行 （6）市　議　会　だ　よ　り

　
　
川
越
第
一
中
学
校
体
育
館
は

築
後
三
十
年
以
上
が
経
過
し
、
老

朽
化
、
狭
隘
化
が
著
し
い
。
建
替

計
画
は
文
部
科
学
省
の
基
準
面
積

を
考
慮
し
質
的
向
上
を
図
る
べ
き
。

　
　
文
部
科
学
省
の
補
助
資
格
面

積
は
、
学
級
数
に
応
じ
て
決
め
ら

れ
、
川
越
第
一
中
学
校
体
育
館
に

お
け
る
補
助
資
格
面
積
の
上
限
は
、

一
千
四
百
七
十
六
m2
と
な
る
。
現

在
の
面
積
は
七
百
九
十
四
m2
で
、

そ
の
差
は
六
百
八
十
二
m2
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
に
は
、

よ
り
大
き
な
体
育
館
が
望
ま
し
い

が
、
文
部
科
学
省
は
、
建
て
替
え

方
式
か
ら
改
修
方
式
に
重
点
を
移

し
、
既
存
施
設
を
耐
震
化
す
る
方

針
に
転
換
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

体
育
館
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
耐

震
診
断
調
査
及
び
耐
震
補
強
設
計

の
結
果
に
も
よ
る
が
、
柱
・
梁
な

ど
の
骨
組
を
残
し
、
床
・
壁
・
屋

根
な
ど
の
表
面
部
分
を
刷
新
す
る

耐
震
補
強
工
事
を
想
定
し
て
い
る
。

　
第
一
中
学
校
体
育
館
建
替
計
画

　
　
連
雀
町
交
差
点
か
ら
仲
町
交

差
点
に
は
、
昭
和
の
代
表
的
看
板

建
築
が
沢
山
残
っ
て
い
る
。

　
こ
の
区
間
を
『
昭
和
の
ま
ち
』

と
し
て
整
備
し
て
行
け
な
い
か
。

　
　
連
雀
町
交
差
点
か
ら
仲
町
交

差
点
ま
で
の
間
に
つ
い
て
は
、
沿

道
に
昭
和
初
期
の
面
影
を
残
す
建

物
も
見
受
け
ら
れ
る
区
間
で
あ
り
、

交
通
体
系
上
で
は
既
に
道
路
幅
員

を
縮
小
変
更
し
た
仲
町
交
差
点
か

ら
札
の
辻
交
差
点
の
区
間
と
同
様

の
位
置
づ
け
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
は
、
こ
の
地
域
の
交
通
・

観
光
・
都
市
景
観
・
文
化
財
等
か

ら
都
市
計
画
道
路
の
縮
小
変
更
を

含
め
、
庁
内
検
討
会
議
を
開
催
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
は
、
地
域
の
方
々
と
協

議
を
行
う
中
で
、
そ
の
範
囲
・
方

向
性
を
明
確
に
し
た
上
で
、
こ
の

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
中
心
市
街
地
の
諸
課
題

　
　
川
越
北
環
状
線
工
事
は
着
々

と
進
捗
し
て
い
る
。
西
郵
便
局
か

ら
国
道
十
六
号
ま
で
は
二
車
線
で

供
用
さ
れ
る
が
高
架
下
の
環
境
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
こ
の
点
に
関
し
て
埼
玉
県
の

川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
今
成
地
区
に
造
ら
れ

る
高
架
橋
の
付
近
に
つ
い
て
は
、

川
越
北
環
状
線
の
将
来
の
交
通
量

を
想
定
し
て
環
境
に
与
え
る
影
響

に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　
県
に
よ
る
と
、
そ
の
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、
環
境
基
準
値
を
ク

リ
ア
す
る
た
め
に
高
架
橋
の
高
欄

上
に
遮
音
壁
を
設
置
す
る
な
ど
の

騒
音
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
交
通
の
渋
滞
等
に
よ
っ

て
生
ず
る
排
気
ガ
ス
な
ど
の
大
気

の
予
測
結
果
に
つ
い
て
は
、
環
境

基
準
を
超
え
な
い
と
の
話
を
聞
い

て
い
る
。

　
北
環
状
線
整
備
事
業

　
　
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

と
は
市
が
策
定
し
た
基
本
計
画
に

ど
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
、
計
画

に
よ
り
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

　
　
協
議
会
か
ら
は
、
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
の
各
種
事
業

が
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
る
よ
う

な
ご
意
見
、
ご
提
案
を
い
た
だ
け

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
貴

重
な
ご
意
見
等
を
も
と
に
、
事
業

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
ま
た
、
民
間
事
業
者
が
国
か
ら

補
助
金
を
受
け
事
業
を
実
施
す
る

場
合
、
特
定
民
間
中
心
市
街
地
活

性
化
事
業
計
画
を
作
成
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、
計
画
は
大
臣

の
認
定
が
必
要
で
あ
り
、
認
定
に

は
協
議
会
で
の
協
議
を
経
る
こ
と

が
法
律
上
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
協
議
会
が
今
後
の
中

心
市
街
地
活
性
化
に
果
た
す
役
割

は
大
き
な
も
の
に
な
る
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

　
　
社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
対

応
で
き
る
よ
う
「
川
越
市
人
材
育

成
基
本
方
針
」
を
策
定
し
て
い
る

が
、
市
に
お
け
る
「
求
め
ら
れ
る

職
員
像
」
と
は
何
か
伺
い
た
い
。

　
　
川
越
市
人
材
育
成
基
本
方
針

の
中
に
は
、
拭
誠
実
・
公
正
で
市

民
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
。
植
市
民

の
視
点
に
立
ち
、
市
民
と
と
も
に
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
職
員
。

殖
環
境
の
変
化
を
的
確
に
把
握
し
、

常
に
改
善
・
改
革
の
意
識
を
持
ち
、

行
動
す
る
職
員
。
燭
高
い
コ
ス
ト

意
識
と
経
営
感
覚
を
備
え
た
職
員
。

織
自
ら
の
責
任
で
、
自
ら
考
え
、

実
行
す
る
職
員
。
の
五
項
目
を
掲

げ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
川
越
市

の
ま
ち
づ
く
り
を
担
い
、
市
民
の

期
待
に
こ
た
え
る
行
政
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、
こ
の
五
つ
の
「
求

め
ら
れ
る
職
員
像
」
を
設
定
し
、

人
材
育
成
の
目
標
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
職
員
の
人
材
育
成

　
伝
統
文
化
の
後
継
者
育
成

　
　
市
の
道
路
照
明
灯
の
ほ
と
ん

ど
が
定
額
契
約
。
地
方
自
治
法
施

行
令
第
163
条
第
５
号
に
該
当
す
る

電
気
料
の
前
払
い
に
よ
る
割
引
制

度
の
恩
典
を
受
け
る
べ
き
で
は
。

　
　
電
気
料
金
を
定
額
契
約
に
し

た
場
合
、
半
年
分
ま
た
は
一
年
分

を
前
払
い
す
る
こ
と
に
よ
り
割
引

に
な
る
制
度
が
あ
る
。

　
平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
、
東

京
電
力
㈱
川
越
支
社
と
は
、
一
千

九
百
三
十
六
口
の
道
路
照
明
灯
を

定
額
契
約
し
て
お
り
、
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
一
年
分
の
前
払
い
で
は
、

一
口
あ
た
り
月
に
十
円
五
十
銭
、

年
間
百
二
十
六
円
の
割
引
に
な
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
定
額
の
電
気
料
は
、
指
摘
の
と

お
り
前
払
い
金
と
し
て
支
出
で
き

る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
今
後
、
東

京
電
力
㈱
川
越
支
社
と
早
期
に
導

入
に
向
け
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
環
境
対
策
の
具
体
的
取
組
み

　
子
ど
も
読
書
運
動
の
推
進

　
市
の
電
気
料
削
減

　
　
以
前
提
案
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設

置
し
て
頂
い
た
が
、
職
員
等
の
講

習
が
重
要
で
あ
る
。
一
度
講
習
を

受
け
た
者
の
再
受
講
を
含
め
た
、

今
後
の
講
習
計
画
を
伺
い
た
い
。

　
　
普
通
救
命
講
習
に
つ
い
て
、

現
在
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
箇
所
に
勤

務
す
る
職
員
を
中
心
に
年
六
回
実

施
す
る
ほ
か
、
新
規
採
用
職
員
の

研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
取
り
入

れ
て
い
る
。
ま
た
、
既
に
受
講
し

て
い
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
救
命

技
能
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
維
持

向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
の
で
、
普
通
救
命
講
習
修
了

証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

二
年
か
ら
三
年
間
隔
で
定
期
的
に

受
講
で
き
る
よ
う
、
講
習
の
計
画

に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。
今
後

も
、
全
職
員
の
受
講
を
目
標
に
普

通
救
命
講
習
を
計
画
的
に
実
施
し
、

市
民
や
観
光
客
な
ど
の
安
全
安
心

に
努
め
て
参
り
た
い
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
自
動
体
外
式
除
細
動
器

　
薬
害
肝
炎
に
係
る
市
の
取
組
み

　
　
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴

い
高
性
能
な
炉
に
変
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
現
在
分
別
し
て
い
る
資

源
物
を
燃
や
す
ご
み
と
し
て
処
理

す
る
懸
念
は
な
い
か
。

　
　
ご
み
処
理
に
対
す
る
基
本
方

針
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

の
取
組
を
最
優
先
と
し
、
循
環
型

社
会
形
成
を
図
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
環
境
省
で
も
、
容
器
包
装

の
プ
ラ
で
、
不
向
き
な
も
の
は
サ

ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
し
た
方

が
良
い
場
合
も
あ
る
な
ど
、
検
討

さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
な
の

で
、
今
後
状
況
が
変
わ
っ
た
場
合
、

ま
た
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
ご
み

処
理
基
本
計
画
を
基
本
と
し
て
施

設
規
模
等
の
設
計
を
行
っ
た
も
の

で
あ
り
、
こ
の
計
画
は
、
減
量
審

議
会
の
結
果
と
し
て
策
定
し
て
い

る
た
め
、
こ
の
計
画
に
従
っ
て
処

理
を
し
て
い
き
た
い
。

　
古
谷
東
小
学
校
の
今
後

　
清
掃
事
業
に
係
る
諸
問
題

　
　
安
全
な
食
を
求
め
る
消
費
者

の
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。
中
小
農

業
者
を
応
援
し
、
地
産
地
消
を
広

げ
て
い
く
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ

う
な
考
え
で
農
政
を
進
め
る
か
。

　
　
市
は
化
学
肥
料
や
農
薬
を
削

減
し
環
境
に
優
し
い
農
業
に
取
組

む
農
家
や
農
産
物
を
認
証
す
る
県

制
度
を
推
進
し
て
お
り
、
今
後
も

消
費
者
が
安
心
し
て
商
品
選
択
で

き
る
食
品
表
示
等
、
市
民
に
分
か

り
や
す
い
制
度
の
推
進
に
取
組
む
。

　
ま
た
、
地
産
地
消
促
進
に
お
い

て
、
農
協
・
個
人
等
の
農
産
物
直

売
所
等
で
は
、
新
鮮
で
安
全
安
心

な
地
場
農
産
物
の
購
入
が
で
き
る

と
の
評
判
か
ら
農
家
の
農
産
物
直

売
所
建
設
等
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の

挑
戦
を
支
援
し
た
い
。
地
場
産
農

産
物
の
学
校
給
食
で
の
活
用
は
も

と
よ
り
公
共
機
関
や
総
合
病
院
、

ス
ー
パ
ー
等
へ
の
導
入
も
関
係
機

関
と
連
携
し
活
用
促
進
を
図
る
。

　
食
糧
自
給
率
と
市
の
農
業
施
策

　
福
祉
労
働
者
の
待
遇
と
実
態

　
　
廃
食
油
を
回
収
・
精
製
し
た

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
公
用

車
に
活
用
し
た
場
合
、
燃
料
費
の

軽
減
と
CO2
が
年
間
約
四
五
〇
トン
削

減
で
き
る
。
ぜ
ひ
導
入
検
討
を
。

　
　
廃
食
用
油
を
燃
料
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
は
、
廃
棄
物
等
の
有

効
利
用
の
用
途
を
拡
大
す
る
も
の

で
あ
り
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
で
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
の
製
造
・
利
用
は
CO2
削

減
だ
け
で
な
く
住
民
参
加
に
よ
る

環
境
教
育
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
へ
の
効
果
が
あ
り
、
そ
の

重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
廃
食
用

油
の
回
収
ル
ー
ト
の
確
立
や
製
造

プ
ラ
ン
ト
の
設
置
が
可
能
か
、
こ

れ
ら
が
公
用
車
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

で
問
題
な
く
利
用
で
き
る
か
等
に

つ
い
て
、
他
市
等
の
情
報
を
収
集

し
、
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
地
球
温
暖
化
対
策

　
安
比
奈
車
両
基
地
整
備
計
画

　
　
川
越
市
の
困
窮
世
帯
へ
の
申

請
減
免
件
数
は
中
核
市
の
中
で
ワ

ー
ス
ト
３
、
減
免
額
は
ワ
ー
ス
ト

６
、
減
免
規
則
を
定
め
、
拡
充
を

行
う
べ
き
だ
、
市
長
に
問
う
。

　
　
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に

つ
い
て
は
、
「
川
越
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
」
の
第
十
三
条
に
減

免
の
規
定
を
設
け
、
そ
れ
に
基
づ

き
「
川
越
市
国
民
健
康
保
険
税
減

免
取
扱
い
事
務
処
理
要
領
」
を
定

め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
着

実
に
活
用
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
意

味
が
な
い
た
め
、
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

も
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
相
互
扶
助

の
原
則
に
基
づ
い
て
、
公
平
を
失

し
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
皆
さ

ん
が
色
々
な
こ
と
を
知
り
、
行
動

で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
た
め
、
今
後
と
も
、
更
に
他

の
自
治
体
と
も
比
較
し
な
が
ら
努

力
し
て
い
き
た
い
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減

　
市
立
博
物
館
の
展
示
が
え

答 問 問問

答 問

答

答

問

問

質問質問質問 質問

質問 質問質問質問質問

質問

質問質問

質問質問

質問 質問

市
民
ク
　 

川
　
口
　
啓
　
介

今
後
の
ご
み
処
理
施
策

問 答

日
本
共
産
党

　 

川
　
口
　
知
　
子

廃
食
油
の
リ
サ
イ
ク
ル

答答 問

日
本
共
産
党

　 

本
　
山
　
修
　
一

国
保
税
減
免
の
拡
充

問

答 問 質問

自
民
ク
　 

関
　
口
　
　
　
勇

中
学
校
体
育
館
改
築

答

公
明
党
　 

石
　
川
　
隆
　
二

理
想
の
職
員
像
と
は

質問質問

公
明
党
　 

小
ノ
澤
　
哲
　
也

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
救
命
講
習
会

答 問

公
明
党
　 

若
　
狭
　
み
ど
り

電
気
料
の
割
引
制
度

日
本
共
産
党

　 

柿
　
田
　
有
　
一

食
の
安
全
と
地
産
地
消

啓
政
会
　 

小
野
澤
　
康
　
弘

中
活
協
議
会
の
重
要
性

啓
政
会
　 

新
　
井
　
金
　
作

高
架
橋
下
の
環
境
対
策

答

民
主
党
　 

山
　
木
　
綾
　
子

昭
和
の
ま
ち
づ
く
り

【
訂
正
】
平
成
二
十
年
一

月
二
十
五
日
に
発
行
し
た

市
議
会
だ
よ
り
の
六
頁
に
、

「
久
保
町
に
あ
る
武
家
屋

敷
、
七
曲
り
」
と
掲
載
し

ま
し
た
が
、
三
久
保
町
の

誤
り
で
し
た
。


